
１４． 第１回小学生チャレンジカップ静岡（鈴木道雄記念財団助成事業） 

 

１．主 催 (一財) 静岡陸上競技協会  

２．主 管 (一財) 静岡陸上競技協会  

３．後 援 公益財団法人 鈴木道雄記念財団、中日新聞東海本社 

４．期 日 ２０１９年１０月１４日(月,祝)９：００競技開始(受付７：２０～７：５０、監督会議８： ００)  

５．会 場 富士総合運動公園陸上競技場  

６．競技種目  

 【個人種目】 

   ①１年男子５０ｍ、②１年女子５０ｍ、③２年男子５０ｍ、④２年女子５０ｍ 

⑤３年男子１００ｍ、⑥３年女子１００ｍ、⑦４年男子１００ｍ、⑧４年女子１００ｍ 

⑨５・６年男子１５００ｍ、⑩５・６年女子８００ｍ 

⑪５・６年男子コンバインドＡ（８０ｍＨ＋走高跳） 

⑫５・６年女子コンバインドＡ（８０ｍＨ＋走高跳） 

⑬５・６年男子コンバインドＢ（走幅跳＋ジャベリックボール投） 

⑭５・６年女子コンバインドＢ（走幅跳＋ジャベリックボール投） 

 【リレー種目】 

   ⑮１・２年男女混合４×５０ｍＲ 

   ⑯３・４年男女混合４×１００ｍＲ 

 

７．参加資格ならびに条件 

(1)２０１９年度静岡陸上競技協会登録選手であること。 

 (2)個人種目については１人１種目とする。（ただし、リレー種目と兼ねられる。）  

(3)個人種目の参加者は、１団体５名以内とする。 

 ※ただしコンバインドＢは１団体３名以内とする。 

 (5)３・４年の部は３，４年生、５・６年の部は５，６年生のみの参加とする。 

(6)リレーは、それぞれ１団体２チームまでとする。１学年のみの編成をしてもよいが男子２名、女子２名

で補欠は男女各１名とする。申し込み時のメンバー以外の入れ替えは認めない。走順は自由とする。 

(7)ハードル種目は以下の通りとする。スタートから１台目まで１３ｍ、インターバル７ｍ、高さ７０ｃｍ、 

ハードル競技はスタートから１台目まで１３ｍ、高さ７０ｃｍ、インターバル７ｍ、台数９台とする。 

(8)走高跳は必ず足から着地すること。足以外の着地は不正とみなす。１回の高さの試技は２回までとする。 

(9)走幅跳の試技は２回までとする。 

(10)ジャベリックボール投は、ニシ製ジャベボールを使用し、助走は１５ｍ以内とする。投てき角度はやり

投同様とする。試技は２回までとする。ボール本体を持ち、オーバーハンドで投げることとする。羽を

持っての投てきや回転投げは禁止とする。  

(11)コンバインド（混成）の得点表は日本陸連の指示によるものを使用する。（普及委員会ホームページに

掲載予定） 

８．申込方法 

(1)静岡陸上競技協会ホームページから申込フォームをダウンロードし、必要事項を記入し以下のアドレス 

に２０１９年９月２０日（金）までに送信すること。taikaiszshoriku@gmail.com 

(2)問い合わせ先 〒424-0846 静岡市清水区木の下町 73-3 豊田博幸 ０５４（３４５）９７６９ （自宅） 

※ 本大会主催者はこの大会に参加する総ての競技者の個人情報を競技運営に必要とする要件等に 利用



する。また競技者は大会プログラム・インターネットおよび映像（肖像権）に、姓名・年齢（学年）・

所属および大会成績が掲載・転載により公開されることを了承の上、参加申込をする。    

※ 天候等で競技会が中止、あるいは途中で打ち切りの場合でも、参加料等の返金はないので、了承の上

申し込むこと。 

 

９．参加料およびプログラム代金 

  リレー、個人種目参加料無料、10 人に１冊 プログラム配付  

プログラムがそれ以上必要な場合は、ホームページよりダウンロードして使用すること。 

 

10．表 彰 各種目８位までに賞状、３位までにメダルを授与する。  

 

11．留意事項 

 (1)スパイクシューズの使用を許可する。はだしでの競技参加は禁止する。 

 (2)リレーでは、補助ゾーンを使用してもよい。 

(3)スタートで同じ競技者が２回不正スタートをしたときは、その競技者を失格とする。スタートの合図は

英語で行う。 

(4)ナンバーは、 はっきりとわかるように登録番号を太く大きく書き、胸部・背部につけて出場すること。

（大きさは、 縦２０ｃｍ、横２４ｃｍ、白地に男子黒字・女子赤字） 

(5)競技中に発生した傷害や疾病については、主催者では応急処置のみで責任は一切負わない。よって各団

体および個人は自己責任で必ずスポーツ傷害保険に加入すること。  

(6)競技場内の駐車場には、当日の審判員以外の車は駐車できない。公共の交通機関を利用すること。 

 

※競技者が１０名以上出場するチームは審判員か補助審判員のいずれか１名以上出し、競技会運営に 

協力すること。（補助審判員については審判資格のない方でも可能です。） 

 


